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第３章 

  スポーツ推進の具体的施策 

高齢者数及び高齢化率の推移 

 

基本施策１ スポーツに親しむことができる環境の整備と充実 

 

施策目標 

 

  スポーツを「する、みる、支える」活動に参加し、スポーツを楽しむことが 

できる環境の充実 

 

 

 

 現状と課題                              

 

１  少子高齢化の進行  

 本市の人口は自然減や少子高

齢化により2023年度には、9万

人を割り込み、65歳以上の老年

人口は、全人口の約32.4％を占

めると予想されています。  

老齢人口の増加に伴い、医療費

や介護費用の増大が予想される

ため、健康づくり、生活習慣病や

介護予防の対策として、運動やス

ポーツへの積極的な参加が望ま

れます。  

 

２  スポーツの実施状況  

 本市における成人の週１回以上の

スポーツ実施率（H27）は27.6%で、

県の38.9%(H26)国45.3%(H28)

と比べ大きく下回っています。  

 年齢別の実施率は、どの年齢層も県平

均を下回っています。仕事・子育て・育

児に忙しい２0歳代から３0歳代女性

の実施率が特に低いことから、単な

る情報提供に留まらず、スポーツ参

加を促すための一層の取組が求めら

れています。  

 

３  総合型地域スポーツクラブの育成・発展  

 本市には５つの総合型地域スポーツクラブがあります。市から、体育館やスポー
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【射水市スポーツフェスタ総合開会式】 

ツ施設の指定管理を受け、スポーツクラブの拠点施設として活用しています。これ

らのスポーツクラブは、平成16年から18年にかけて設立され、市の支援を受けな

がら自主的な運営に努め、平成30年度で15年目を迎えています。その間に、クラ

ブ間の連携を図るため、市内５つのスポーツクラブによる「いみずＳＣネットワー

ク会議」を定期的に開催し、交流を

深め、情報交換に努めてきました。  

 しかし、創設から15年目を迎えた

総合型地域スポーツクラブの認知度

の割合は、39.4％とまだまだ高いと

はいえない状況であることから、今

後より一層クラブのＰＲに努める必

要があります。  

また、会員数は約4,000人で推移

しています。各クラブでは、様々な

教室やイベント等事業内容を工夫し、

会員増に努めていますが、財源や指

導者、スタッフの確保などの課題も

あります。  

クラブの基盤強化を図るとともに、 

クラブ間の連携・協力を一層推進し

ていく必要があります。  

 

４ スポーツ情報の提供 

 市民が主体的にスポーツ活動に取り組むためには、スポーツに関する情報を容易

に入手できる環境づくりが大事です。本市では、市のホームページやケーブルテレ

ビ番組「スポーツ宅配便」、市の広報誌などで、市内のスポーツイベントや総合型

地域スポーツクラブの教室案内などを行っています。また、市庁舎エントランスホ

ールにて、富山駅伝や地元実業団チームの応援ブースを設置したり、オリンピック

関連のポスターなどを掲示したりしています。また生涯学習・スポーツ課には、総

合型地域スポーツクラブのパンフレットや各種大会の案内・申込書などを置き、気

軽に手に取って見ることができるようになっています。  

今後も、市民が、興味や関心をもち、スポーツを「する・みる・支える」のきっ

かけづくりとなるよう、効果的な情報を提供していくことが求められています。  

 

５ スポーツ関係団体との連携 

 本市には、市民への一層のスポーツ活動の  

普及、振興を通して、活力のあるまちづくり  

を推進し、選手の育成や競技力の向上を図る  

事を目的とした（公財）射水市体育協会があ  

ります。体育協会には、3１の競技団体と27 

の校区・地区体育協会及び体育振興会、スポ  

ーツ推進委員協議会、スポーツ少年団、中学  
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校体育連盟の合計61団体が加盟しています。  

 また、市内には5つの総合型地域スポーツクラブ（新湊地区カモン・小杉地区きら

り・大門地区だいもん・大島地区おおしま・下地区まいけ）があり、地域スポーツ

の拠点となっています。  

市は、これらの団体や市内の小中学校等と連携・協力し「いつでも」「どこでも」

「だれでも」スポーツに親しむことができる環境づくりに努めています。  

今後、一層のスポーツ活動推進を図るため、各種団体の取組を継続して支援する

とともに、各団体相互の連携・協働のもと、一体となった取組を推進する必要があ

ります。  

 

６ スポーツ施設の利用状況  

本市では、合併前の旧5市町村で造られたスポーツ施設を有効活用しています。本

県で開催された高校総体（H6）や2000年とやま国体（H12）に合わせて施設が整

備・改修され、現在、これらの施設がスポーツ活動の基盤となっています。年間を

通じてたくさんの市民やスポーツ競技者から利用されており、全国大会等の開催を

はじめ、市民の健康や体力の保持増進の拠点施設として、大きな期待が寄せられて

います。  

 しかし、耐震化の対応や経年劣化による修繕など、スポーツ施設を維持管理する

費用が増加するという問題を抱えています。  

今後は、高齢者や障がい者等の利便性向上に配慮した設備の整備、機能の充実と

共に、高齢化や人口減、施設の老朽化等の問題に対応するため、統廃合を視野に入

れた施設の整備を進めていく必要があります。  
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学校開放事業利用者数(人) 

 学校施設については、市内21校の小中学校のうち20校のグラウンドや体育館を

平日の夜間に開放しており、年間1４万人前後の地域住民を主とするスポーツ団体が

利用しています。  

 利用団体の増加や学校施設

の大規模修繕のための利用中

止等により、利用者間における

利用調整が必要なことや、利用

者の多様化するニーズを必ず

しも満たしていないことから、

学校体育施設開放事業を改善

し、より利用しやすい環境に整

備するとともに、利用者にも適

切な施設利用について理解・協

力をしてもらう必要がありま

す。  

 

７ 「みるスポーツ」の機会確保 

 本市では、スポーツを「みる」ことへの関心が高く、アンケート結果では7割近く

の人がスポーツをみることが好きと答えています。  

スポーツを「みる」機会は、従来はテレビを介して家庭で観戦することがほとん

どでしたが、スポーツのプロ化の進展に伴い、野球やバスケットボール、サッカー

等の試合を直接観戦する機会が増えました。射水市でも地元実業団ハンドボールチ

ーム「アランマーレ」が発足して日本リーグの地元開催が行われており、トップア

スリートの試合を直接観戦・応援することができます。  

 会場と一体となった臨場感あふれるスポーツの醍醐味を味わうことによって、新

たなスポーツの楽しみ方にふれ、スポ

ーツをみること、応援することに対す

る関心はさらに高まっています。  

また、近年大型映像を利用して、多

人数でスポーツを観戦・応援する「パ

ブリックビューイング」が盛んに行わ

れるようになっています。射水市でも

平成28年のリオデジャネイロオリン

ピック女子柔道で「田知本  遥選手応

援パブリックビューイング」をアイザ

ック小杉文化ホールで開催しました。  

 今後も、パブリックビューイングを開催することで、応援する楽しみを含めた「み

るスポーツ」の定着を図り、スポーツ活動の促進や市民の豊かなスポーツライフの

確立を目指します。  

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

スポーツを「する」ことや「みる」ことについて

両方好き することが好き みることが好き

あまり好きでない 嫌い



- 10 - 

 

【総合型地域スポーツクラブのイベント】 

【総合型地域スポーツクラブのスポーツ教室】 

 

具体的方策 
 

１ スポーツ参加の機会づくりの推進 

（1）総合型地域スポーツクラブの活動の充実 

   総合型地域スポーツクラブは、多様なス

ポーツ活動を身近に気軽に楽しみ、仲間と

交流する、地域に密着したスポーツ環境と

なっています。  

「新しい公共」を担う地域コミュニティ組

織としての役割も果たしており、今後益々

その果たすべき役割が期待されることから、

住民、スポーツ関係団体、企業、大学、行

政等も連携した特色あるスポーツ環境づく

りを推進します。  

 

 ●総合型地域スポーツクラブが、住民の継続的なスポーツ活動の場として地域に

根ざすよう、スポーツ関係団体や企業、大学との相互連携に努めます。  

 ●総合型地域スポーツクラブの自立と安定した運営に向け、射水市全てのスポー

ツクラブの代表者が情報交換する「いみずＳＣネット会議」を開催します。また、

各クラブの教室・イベントの開催情報等を市報やケーブルテレビを通じて市民に

発信し、クラブへの理解とスポーツ参加

の機会づくりを図ります。  

 ●地域スポーツの拠点として、行政や学校、

コミュニティセンター等と連携し、高齢

者の健康づくりや子どもの体力向上、障

がい者スポーツの場づくりなどの取組を

積極的に推進します。  

 ●地域におけるニュースポーツやスポー

ツ・レクリエーション活動に関する教室

やイベント及び講習会等を開催します。  

 

（2）スポーツ関係団体の支援・育成と連携・協力体制の充実 

射水市には、（公財）射水市体育協会をはじめ、市体育協会加盟の競技団体や

地区体育協会、スポーツ少年団や総合型地域スポーツクラブ、地元実業団チーム、

射水市スポーツ推進委員協議会などのスポーツ関係団体があり、スポーツ大会や

イベント、スポーツ教室など様々なスポーツの機会を提供しています。また、市

内の体育館には社会体育指導員を配置し、地域スポーツの振興のリーダー役とな

り、様々な企画や運動指導を行っています。  

これらのスポーツ団体への支援や育成を進めるとともに、それぞれが連携・協

力できる体制を整備し、市民のスポーツ参加機会の充実を図ります。  
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【市内５地区での体力測定会】 

 ●市民体育大会や元旦マラソン大会、住民運動会等、市民参加のスポーツ大会の

開催を支援します。  

●地域スポーツの推進役である射水市スポ

ーツ推進委員協議会によるスポーツ教室

の開催を支援します。また、スポーツ庁の

新体力テスト実施要領に基づいた体力測

定会を市内５会場（新湊・小杉・下・大門・

大島）で毎年実施し、自身の体力・健康へ

の関心を高めたり、日常生活の中で運動に

取り組んだりする契機となるよう支援し

ます。  

 ●子どものスポーツに親しむ機会の充実、青

少年の健全育成、姉妹都市等との交流を図るため、地域のスポーツ指導者等と

連携し、スポーツ少年団の活動を支援します。  

  

（3）気軽にスポーツに参加できる機会づくりの推進 

多くの市民がスポーツに親しむことができるよう、スポーツ団体、健康づくり

関係機関、学校等と連携し、気軽に参加できる機会づくりを推進します。  

 ●スポーツ関係団体が連携協力し、障がいをもつ人のためのスポーツ体験会・ス

ポーツ教室や、障がいのある人とない人が一緒に楽しむことのできるスポーツ

交流会などを開催し、障がい者スポーツのすそ野の拡大に努めます。  

●スポーツ実施率の低い30歳～50歳代の働き盛り世代が運動やスポーツに親し

むことができるよう、親子や三世代で参加

できる場やニーズに応じた場の充実を図る

とともに、日常生活にスポーツを取り入れ

ることを啓発する取組を推進します。  

●運動実施頻度の低い20歳代～30歳代の女

性のスポーツの参加機会が増えるよう、女

性向けのプログラムを提供したり、親子運

動教室を開催したりする取組を推進します。

また、託児付きのスポーツ教室を開催した

り、友人・親子参加特典を提供したりする

など、女性がスポーツ活動に参加しやすい環境づくりを推進します。  

●高齢者のスポーツに参加する機会の充実に努めるとともに、高齢者が体力に合

わせて身体活動を増やす習慣づくりに向け、スポーツ推進委員協議会や総合型

地域スポーツクラブ、市の関係各課と連携し、コミュニティセンター等の中高

年及び高齢者が日ごろから活動する場において、「健康体操」や「貯きん (筋)

教室」などの運動を体験できる機会を増やします。  

 ●本市の豊かな自然環境に親しむことのできるウォーキングやハイキング、サイ

クリング、海水浴等、各種アウトドアスポーツを推進します。  

 

 

【親子運動教室】 
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【H28リオオリンピック パブリックビューイング】 

２ スポーツ施設機能の充実と学校体育施設の開放 

（1）施設の利活用の充実と整備 

地域において身近にスポーツを「する」「みる」ための拠点として、公共のス

ポーツ施設と学校体育施設は重要な役割を果たしています。市民のスポーツを「す

る」「みる」機会の充実を図るため、これらの施設の効果的・効率的、かつ安全

な利活用の充実と整備を推進します。また、地域にある高校や大学、企業も体育

施設を有していることから、地域住民に対する施設の開放を含めたスポーツ交流

が拡充するよう努めます。  

  体育施設をはじめ、市が現在保有する多くの施設は合併前の各自治体において

整備されたものであり、それらの多くが老朽化により一斉に改修・更新の時期を

迎えることから、現在保有する施設をそのまま維持管理していくことは、将来の

市の財政に大きな負担となることが予測されます。  

このことから、平成28年９月に射水市公共施設等総合管理計画を策定しており、

今後、長期的な視点を持って計画的に施設の再編及び保全、長寿命化などの必要

な対策について、施設ごとに講じる措置の内容や実施時期を明らかにすることと

しています。  

 ●市民のスポーツ活動の場や機会が確保されるよう、スポーツ関係団体と連携し、

公共のスポーツ施設や学校体育施設開放の充実に努めるなど、利活用を一層促

進します。  

 ●高齢者や障がい者にも利用しやすいよう、

トイレやスロープなどのユニバーサルデ

ザイン化に取り組む等、安心して利用して

もらえるよう施設設備の充実に努めます。 

 ●スポーツ施設内での事故防止のため、施

設の定期的な点検や施設の安全対策、Ａ

ＥＤの設置や管理、使用講習会などを実

施し、利用者が安全に施設を利用できる

よう努めます。  

 ●市内の小・中学校の体育施設（グラウン

ド・体育館）開放事業を行います。社会体育指導員と連携して地区毎で定期的

に利用調整会議を開くことで、利用者のニーズに対応し、より柔軟な施設開放

の運用に取り組みます。  

 

３ 「みるスポーツ」の機会づくりの推進 

（1）トップレベルのスポーツをみる機会の充実 

   市民が魅力あるスポーツを間近で観戦した  

 り応援したりすることは、スポーツのもつ魅  

 力や醍醐味にふれ、感動を味わうなどのスポ  

ーツへの関心を高めます。  

特に、子どもたちに夢や希望を与え、スポ  

ーツ活動へのきっかけづくりとなることから  

【ＡＥＤ 救急救命講習会】 
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【市内実業団チーム応援ブースの設置】 

射水市庁舎 

も、関係機関と連携し、スポーツの観戦機会  

を広げるための積極的な情報発信やネットワークの構築に向けた取組を進めます。 

 

 ●射水市ゆかりの選手が出場するオリンピックや世界選手権、全国大会などのパ

ブリックビューイングを開催し、「みるスポーツ」の定着を図ります。  

●市内や県内で行われるトップレベル  

の試合や身近な大会などを観戦した  

り応援したりする機会が増えるよう、  

スポーツ団体と連携し、市民に向け  

積極的な情報提供に努めます。  

●国内トップレベルで活躍する射水市内の

実業団スポーツチームに関心をもっても

らえるような企画を実施し、実際に会場に

足を運んで応援してもらえるよう取組み

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策目標達成のために参考とする指標 

 

 

指 標 名 
基 準 値 
2012 年度 

（平成 24 年度） 

現 況 
2017 年度 

（平成 29 年度） 

目 標 値 
2023 年度 

(令和 5 年度) 

総合型地域スポーツクラブ会員加入率 

クラブ入会者数/射水市人口 
４．５％ ４．７％ ５ ％ 

成人のスポーツ実施率 

週１回以上、スポーツをする成人の割合 
３１．１％ ２７．６％ ６５％ 
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全国体力・運動能力調査総合得点における比較（Ｈ３０年度） 

小学５年 男子 小学５年 女子 中学２年 男子 中学２年 女子

射水市 55.65 56.82 44.24 51.27

富山県 55.51 57.72 42.85 51.45

全国 54.21 55.90 42.32 50.61

運動やスポーツをする頻度（小学５、６年生） 

基本施策２ たくましい子どもの育成と学校体育・スポーツの充実 

 

施策目標 

 

  次代を担う子どもたちの健やかな身体を育成し、体力の向上と運動習慣の確立 

に向けた取組の推進 

 

 

 現状と課題                      

 

１  本市の子どもの体力・運動能力  

 本市の児童生徒の体力・運動能力は、昭和60年ごろをピークに長期的な低下傾向

がみられましたが、近年少しずつ向上しています。市の小学5年生と中学2年生の男

女の総合得点の平均値を県や全国値と比べてみると、男子は小学５年、中学２年の

いずれも全国平均を上回っています。一方、女子は、全国平均を上回っているもの

の県平均をわずかに下回っています。また、種目別でみると持久走や５０ｍ走など

走力にやや課題があります。  

本市の小学5・6年生男女に  

「運動やスポーツをする頻

度」について調査したところ、

週に3日以上運動やスポーツに

親しんでいる子どもの割合は、

男子で6割、女子で4割強という

結果でした。男子に比べて、女

子はあまり運動に親しんでいな

い傾向にあります。さらに、小

学校の早い段階から積極的にス

ポーツに取り組む子どもとそう

でない子どもの二極化が顕著に

認められる傾向にあります。生

活の利便性や生活様式の変化な

どにより、日常生活における身

体活動が減少している現況を考

えると、学校や保護者、地域が

子どもたちを取り巻く環境を十

分に理解し、幼少の時期から遊

びや運動、スポーツに親しみ、  

積極的に身体を動かす機会をつ  

くっていく必要があります。  
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２  学校における体育・保健・食育への取組  

 日常生活において体を動かす機会が減少している中で、学校における体育科や保

健体育科の授業の重要性は従来にも増して高まっています。また、幼児期・児童期

は、子どもにとって様々な体の動かし方を身に付けるのに最も適した時期であり、

各種の運動を体験し、体を動かす楽しさを実感するためにも、保育や体育科の学習

を適切に行う必要があります。  

 本市では、小学校や中学校の体育科や保健体育科の学習を通して運動の基本的な

知識・技能の習得、体力向上、好ましい人間関係づくりを行い、運動好きな子ども

たちの育成に努めています。  

 しかし、教員の高齢化や新規採用の教員が増加している中で、実技指導に不安を

もつ教員もいます。また、中学校では武道やダンスなど内容が必修となったことか

らも、今まで以上に教員の指導力向上や安全な指導体制の確立が求められています。 

 さらに、成長期にある子どもたちの食に関する問題も重要です。未来を担う子ど

もの食育の推進は、健全な心身と豊かな人間性を育んでいく基礎をなすもので、子

どもの成長・発達に合わせた切れ目のない推進が大切です。  

本市では、学校給食の中で「地産地消」を  

推進するとともに、各学校において学校給食  

を生きた教材として活用した食育の実践や、 

「食育の日」の取組が行われてきました。朝  

食欠食率の低下など成果も見られますが、引  

き続き取り組むことが重要です。そこで、保  

護者や教育、保育に携わる関係者の意識向上  

を図るとともに、相互の密接な連携の下、保  

育園、幼稚園、学校、家庭、地域社会の場で  

子どもが楽しく食について学ぶことができ

るような取組を一層推進していく必要があ

ります。  

 

３  運動部活動の現状  

 運動部活動は、スポーツに興味・関心をもつ同好の生徒が参加し、学校教育の一

環として行われるもので、体力や技能の向上に自主的・自発的に挑戦する中で、ス

ポーツの楽しさや喜びを味わい、好ましい人間関係の構築や、自己肯定感、責任感、

連帯感を高めるなど、学校生活に豊かさをもたらす重要な役割を果たしており、生

涯にわたって豊かなスポーツライフを実現する資質能力を育む基盤となることが期

待されています。  

少子化の進展に伴って生徒数や部活動数が減少したり、競技経験のない教員が部

活動を担当したりするなど、生徒のニーズに対応できない場合が増えてきています。  

また、部活動を担当することが長時間労働につながるとした教員の負担も問題に

なっています。  

そこで、本市では県の事業「スポーツエキスパート」や「スーパーコーチ」の外

部指導者を有効活用すると共に、平成30年度から「部活動指導員」を採用し、一部

の学校で専門的な技術指導を行っています。  

【「地産地消」かに給食】 
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具体的方策 

また、成長期にある生徒が、運度、食事、休養及び睡眠のバランスのよい生活を

送ることができるよう、適切な部活動休養日を設定し、限られた活動時間で、合理

的でかつ効率的・効果的な取組みを進めていく必要があります。そこで、生徒にと

って望ましい部活動の環境を整えるべく、市では、平成30年12月に「射水市部活

動の在り方に関する方針」を策定しました。  

今後は、「競技力をさらに高めたい」、「多種目の運動に取り組みたい」、「進

学先の学校では行っていない部活動に取り組みたい」、「競技志向でなくレクリエ

ーションとして行いたい」、「体力つくりを目的としたい」など、生徒の多様なニ

ーズに応じた活動となるような工夫が一層求められます。  

 

 

 
 
１ 運動好きな子どもの育成と体力向上の取組の推進 

（1）幼児期からの体力向上の取組の推進 

  幼児期から運動遊びを中心とする身

体活動を十分経験することにより、子ど

もたちは多様な動きを身に付け、社会性

を育み、心身ともに成長することができ

ます。そして、この時期に十分に身体を

動かす気持ちよさを実感することが、そ

の後の青年期における豊かな運動・スポ

ーツ活動へとつながります。  

子どもが多様な場で運動に親しめる

よう保育園や幼稚園、小学校、家庭、地

域における運動遊びやスポーツ活動を

充実する取組を推進します。  

 

 ●市内保育園、幼稚園、こども園に指導員を派遣して「からだ育て教室」を実施

します。幼児が運動遊びを楽しみ、多様な動きを経験できるよう、民間の指導

員や社会体育指導員等による運動遊び環境の充実に努めます。  

●市内保育園、幼稚園、こども園の教員や保育士を対象とした「指導者研修会」

を実施することで、運動遊びに関する教員・保育士の指導力向上に努めます。  

●子どもたちの適切な運動習慣や体力向上に向けた取組について、市内の高等教

育機関（大学・短期大学）との協力体制を構築します。  

 

（2）社会体育指導員やスポーツ関係団体との連携によるたくましい子どもの育成 

  社会体育指導員やスポーツ少年団や総合型地域スポーツクラブ、各種競技団体

等のスポーツ関係団体との連携により、たくましい子どもを育成します。  

 ●本市には、社会体育指導員が３名配置されており、社会体育の推進事業に重要

な役割を果たしています。幼児や小学生を対象としたスポーツ指導や環境づくり

を進め、運動好きの子どもを育てます。  

【からだ育て教室】 

市内園 
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 ●本市には、12種目で50を超えるスポーツ少年団があります。少年団には３歳

から中学生までが入団でき、主となるスポーツ活動やレクリエーション活動、

交流活動など、幅広い活動が計画的に行われています。たくましい大人に成長

するために必要な健康・体力つくりに役立ち、スポーツの基礎を身に付けるこ

とができるよう活動を支援していきます。  

●保育園や幼稚園、小学校、家庭、地域、総合型地域スポーツクラブ、各種競技

団体が連携をとりながら、運動習慣定着に向けた取組や、積極的に運動やスポ

ーツに取り組む子どもの育成に努めます。  

 

（３）あったか家族スポーツの推進  

子どもは家族から多大な影響を受けて育

ちます。それは、運動やスポーツについて

も例外ではなく、スポーツをする家族の姿

を見たり、一緒に運動遊びやスポーツをし

たりすることで、運動やスポーツに関心を

もって取り組み、好きになります。子ども

が家族とともに行った運動遊びやスポーツ

の経験は、やがて運動の日常化へとつなが

っていきます。  

市では、親子の絆も深めるあったか家族の取組を支援していきます。  

 ●親子参加型の教室やイベントを開催するとともに、保育園・幼稚園や総合型地

域スポーツクラブ等における親子スポーツ活動や体育協会等の主催するイベン

ト等を支援します。  

  

２ 学校における体育・保健・食育の充実 

 

（１）体育科・保健体育科の学習の充実と教員の指導力向上のための取組 

   学習指導要領では、小学校から高等学校までの12年間を一貫して指導内容の体  

系化を図ることで、基礎的・基本的な内容をすべての子どもたちに身に付けさせ  

ることができるようにすることを目指しています。  

そのため、小学校から高等学校までの12年間を、「発達の段階」を踏まえて  

３つのまとまりに整理されています。  

小学1年～小学4年    さまざまな基本的な動きを身に付ける時期  

小学5年～中学2年    多くの領域の運動を体験する時期  

中学3年～高校3年    少なくとも一つの運動を選び、継続することができる  

ようにする時期  

 生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現するためには、学校体育は、その基  

礎を培う重要な働きをしています。このことから、体育科や保健体育科等の学習

において、全てのカリキュラムを確実に実施するとともに、授業にかかわる教員

の指導力のさらなる向上に努めます。 

【親子運動教室】 
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●子どもたちが多様な運動の楽しさを実感し  

運動のもつ特性にふれることができるよう、  

学習指導要領に示された内容を確実に指導  

します。  

●ＰＣ、プロジェクタ、デジタルカメラ等の  

ＩＣＴ機器を積極的に活用し、体育科・保  

健体育科の授業の充実を図ります。  

●専門的指導力をもつ講師を派遣することで、  

体育科・保健体育科の授業の充実と教員の  

指導力向上を図ります。  

●教員の実技指導力を向上のために、大学教授等を指導者とした指導力向上研修

会を実施します。  

 ●児童生徒の発育・発達段階の特性や実態に応じた適切な指導ができるよう小教

研※体育科部会や保健部会、中教研※保健体育部会や保健部会と連携した実践

研究や研修会、講習会等を開催し、教員の指導力の向上を図ります。  

 ●体つくり運動や陸上運動など、子どもの実態に応じた学習内容の充実に努めま

す。  

●武道の指導における安全対策、熱中症対策、並びにＡＥＤ救急救命講習等の安  

全指導に関する研修会の充実に努めます。  

 ●教員間で指導法や教材・教具などの情報を共有できるようなネットワークの構

築に努めます。  

 

（２）スポーツ関係団体や社会体育指導員と連携した学校体育・スポーツ活動の推進 

  教員と専門的な指導力を有する地域のスポーツ指導者等が協力・連携を図り、  

学校体育スポーツ活動の充実に努めます。また、子どもたちが元気に活動するた

めの基礎となる望ましい生活習慣や食習慣を身に付けるための取組を一層進めま

す。  

 

 ●スポーツ少年団や総合型地域スポーツクラブ、スポーツ推進委員協議会、高等

教育機関（大学、短期大学）、企業、社会体育指導員との連携や、指導者を登

録・紹介する県の組織「パスネットとやま」の活用により、地域のスポーツ人

材を小学校や中学校の体育・保健体育の授業に派遣するなど、各学校が地域の

スポーツ人材の活用を推進する体制の整備に努めます。  

 ●食育を通じた食習慣の形成や運動、睡眠、休養に関する指導の充実を図るなど、

保育園、幼稚園、学校、家庭が連携し、子どもたちの望ましい生活習慣の確立

に向けた取組を推進します。  

 

３ 運動部活動活性化の推進 

（1）運動部活動方針の策定 

  平成30年3月、スポーツ庁において「運動部活動の在り方に関する総合的なガ

イドライン」が、同年8月には、富山県において「富山運動部活動在り方に関する

【教員対象の指導力向上研修会】 
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方針」が策定され、市では同年12月に「射水市部活動の在り方に関する方針」を

策定しました。  

生徒のとって望ましい部活動の環境を整え、各部活動が最適な形で実施される

ために、以下のことに取り組んでいきます。  

 

●週に1日、原則として月曜日にノー部活デーを実施するとともに、土曜日・日曜

日のいずれかを休養日とし、適切な休養日と活動時間を設定します。  

 ●生徒の心身の健康管理、事故防止及び体罰・ハラスメントの根絶など、適切な

指導を徹底します。  

 ●生徒の多様なニーズに応じた活動を行うことのできる運動部の設置や複数校に

よる合同部活動など、生徒のニーズを踏

まえた運動部活動の取組を支援します。  

 ●専門的な実技指導力を有する「スポーツ

エキスパート」や「スーパーコーチ」、

「部活動指導員」などの外部指導者を有

効活用し、部活動の活性化と指導体制の

充実に努めます。  

 ●学校と地域、保護者が、共に子どもを育

てるという視点に立って、学校と地域が、

協働・融合した形での地域でのスポーツ

環境整備を進めます。  

 

４ 体力つくりや運動習慣等に関わる事業の推進 

（1）園や学校での体力向上の取組 

   次代を担う子どもの体力の向上は、将来の明るく豊かな活力ある社会の形成に  

つながります。子どもたちが一日の内の多くの時間を過ごす、保育園、幼稚園や

小中学校での体力向上の取組を推進します。また、学校、家庭、地域が連携した

取組が推進されるよう積極的な情報提供に努めます。  

 

●教員による体力向上に関する研究・情報交換の実施  

全小学校の体育主任をメンバーとした体力向上研究会を開催し、体育科の授業

や子どもの体力向上、体力つくりの取組等について研究・情報交換することで、

学校での体力つくり活動に役立てます。  

●みんなでチャレンジ３０１５の取組の推進  

県の体力つくりノート「みんなでチャレンジ３０１５」を活用し、子どもたち

が自発的に運動やスポーツに取り組むよう促し、運動の習慣化につなげます。  

 

（２）子どものスポーツや体力向上に関する情報発信 

学校以外の場でも積極的に運動に取り組みたい子どもへの運動の場の紹介や、

スポーツや体力向上に熱心に取り組む子どもの姿などの情報を、積極的に発信し

ます。  

【射水市合同練習会】 
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●本市には、12種目で50を超えるスポーツ少年団があります。全小学生や保護

者を対象に単位団を紹介するリーフレットを配布し、運動やスポーツを始める

きっかけづくりに努めるとともに、継続して活動が続けられるよう支援をします。 

●スポーツ少年団の交流活動やスポーツイベントなどの様子を掲示物にして庁舎

や体育館などに掲示したり、ケーブルテレビで放送したりするなど、子どもの

頑張る姿を伝えます。  

●市や体育協会、総合型スポーツクラブが主催する子どもを対象としたスポーツ

イベントの情報をケーブルテレビやホームページ、リーフレットなどを通じて

紹介します。  

 ●小学校や中学校において、特色ある体力向上及び健康増進への取組を実施して

いる学校をケーブルテレビ等で紹介し、学校や学級の積極的な取組を推進しま

す。 

●中学生が部活動以外にも、積極的にスポーツに取組めるように、競技団体やス

ポーツクラブなどが開催するスポーツ教室の開催を奨励すると共に、それらの

情報を市や体育協会のホームページなどで発信していきます。  

●市民体育大会やスポーツ少年団及び中学校、高等学校の各種競技大会の結果を、

市や体育協会のホームページで紹介し、スポーツに関心をもってもらえる機運

の醸成に努めます。  

 
 

 

施策目標達成のために参考とする指標 

 

 

指 標 名 
基 準 値 
2012 年度 

（平成 24 年度） 

現 況 
2017 年度 

（平成 29 年度） 

目 標 値 
2023 年度 

（令和 5 年度） 

運動に取り組む児童の割合 

「みんなでチャレンジ 3015※」達成率 
９７．２％ ９６．８％ ９８．５％ 

スポーツ少年団の登録者率 

小学４・５・６年生の加入率 
３１．０％ ２７．８％ ３５％ 

  

みんなでチャレンジ3015※  

     富山県の小学校では、独自の体力つくりノート「みんなでチャレンジ3015」を配布し、

小学校1年生から6年生までの全員が、立山の標高（3,015m）にちなんで設定された目

標点（3,015点）目指して、自ら進んで運動・体力づくりに取り組んでいます。   

 

小教研※  中教研※  

    小学校教育研究会及び中学校教育研究会の略称で、小学校は15、中学校は13の部会で組  

織されています。各部会では、「授業実践」を基に「子どもの姿」で語り合い、授業改善  

に向けた継続的な取組を行っています。  
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【オリンピックでの活躍】 

基本施策３ 全国や世界の檜舞台で活躍できる選手の育成と強化 

 

施策目標 

 

  競技活動や指導体制等を支援し、全国や世界の舞台において活躍できる選手の育 

成 

 

 

 現状と課題  

        

１ 競技力の現状  

野球、柔道、相撲、自転車、ハンドボール、

ヨット、卓球、陸上競技、サッカー等の競技

で、本市ゆかりのトップアスリートがプロス

ポーツやオリンピックをはじめとする国際大

会や国民体育大会、全国高校総体等で活躍し

ており、その姿は、市民に夢と希望、感動、

勇気を与え、スポーツへの興味・関心を大い

に高めています。  

 国民体育大会や全国障害者スポーツ大会、

全国高校総体に出場した、富山県選手数に占  

める射水市選手数の割合は増加傾向にあり、  

今後ますます活躍が期待されます。 

本市では、選手が全国大会や北信

越大会で活躍できるよう、スポーツ

少年団や競技団体を中心に、事業や

活動を支援する補助金や選手強化

育成補助金制度を設け、育成・強化

をしてきました。さらに、全国大会

や国際大会出場を決めた選手に激

励金や褒賞金を贈り、競技力の向上

や活動推進に役立てられています。 

 

２ 恒常的な活動場所と指導者の確保 

 本市では、1994年に開催された高校総体や2000年に開催されたとやま国体で行

われた軟式野球、柔道、新体操、相撲、弓道、ヨットといったスポーツを中心に、

地域に根差したスポーツとして強化・育成が図られてきました。2000年以降も育

成が進み好成績を収めていますが、今後の競技力の維持・向上には、恒常的な活動

場所と地域の優秀な指導者の確保が重要となっています。また、これまで培ってき

た指導ノウハウを生かし、競技スポーツ団体や関係団体とも連携を取りながら、「射

水の顔」となるスポーツの定着を図る取組が一層重要となります。  
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【県小学生駅伝大会に向けての強化練習会】 

 

３ 未来のアスリートの発掘・育成・強化 

 市や市体育協会では、これまで競技団体や選手の育成強化に努めてきており、オ

リンピックをはじめ、国際大会や全国大会、北信越大会等で活躍する選手が育って

いますが、中学校部活動の週２回の休養日が設定されたことや、小学生のスポーツ

少年団への加入率が年々低下していることなど、競技力の低下につながりかねない

現状が懸念されます。  

今後は、競技団体や市体育協会、総合型地域スポーツクラブ等とさらに連携しな

がら、未来のアスリートの発掘・育成に向けた一貫した指導体制を整備していくこ

とが望まれます。また、競技力の向上を図るためには、競技や個人の特性に応じた

専門的な指導を行うことができる指導者が大切であり、それらの養成・確保に努め

る必要があります。  

 

具体的方策 

 

１ トップアスリートの育成を目指した強化施策の推進 

（1）一貫した指導体制の充実 

  優れた能力を有するジュニア選手を発掘し、育成することは、個のもつよさを  

引き出し伸ばすとともに、本市競技力の向上にもつながります。そのため、一貫  

した指導体制の充実や選手・組織のサポート体制の充実を図ります。  

 

 ●優れた素質を有するジュニア選手の早  

期発掘に努めるとともに、これまで培  

った選手育成ノウハウを活用し、将来  

全国大会等で活躍できるアスリートが  

育つよう指導体制の充実に努めます。  

 ●選手強化のためのコーチ研修やスポー  

ツ指導者研修会等を開催し、指導者の  

指導力の向上を図るとともに、各競技  

団体における公認指導者や有資格指導  

者の登録を促進するなど、競技力の向  

上に向けた優秀な指導者の育成に取り組みます。  

 

（2）スポーツドクターや栄養士との連携によるサポート体制の充実 

  本市の選手が強靭な肉体と不屈の精神を身に付け、全国の舞台で活躍できるよ

うメディカル、フィジカル、メンタル、栄養管理などの面から、支援できるよう

努めます。  

 

 ●選手の育成サポート体制の充実を図るため、スポーツドクターと連携し、指導  

者及び保護者等に対して、スポーツ事故防止に関する正しい知識の普及や指導  

者の危機管理能力の向上に努めます。  
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【H29 全日本実業柔道団体対抗大会】 

アルビス小杉総合体育センター 

 ●選手の優れたパフォーマンスを引き出すとともに、人間として成長期にある選  

手の「心・技・体」のバランスが取れた育成を図るため、スポーツ団体や大学  

等と連携しスポーツ栄養学の普及に取り組みます。  

 

２ 選手の競技力向上の動機付けとなるような大会等の開催 

（1）トップアスリートとふれあえる大会の誘致・開催支援 

トップアスリート等がもつ一流の技術や人   

柄にふれることは、人々に夢と感動を与えるこ  

とにつながります。特に子どもたちに与える効   

果は大きなものがあることから、トップアスリ  

ートとふれあえる大会の誘致や開催支援に積  

極的に取り組みます。  

 

●トップアスリートの技術を「みる」だけ    

に留まらず、技術的な指導や講演会を  

行う等トップアスリートと直接ふれあえ  

る大会の誘致や開催の支援を積極的に行  

います。  

 

３ 高い技術や人柄にふれられる機会の提供 

（1）既存のスポーツ施設を中心とした強化拠点の整備 

  トップアスリートの育成や競技力の向上を目指し、選手の発掘や育成、強化を  

集中的に行うことができる拠点の整備と有効活用に努めます。  

 

●これまでに使われてきた施設を競技力向上の拠点として整備・有効活用するた  

め、市体育協会や指定管理を受けている総合型地域スポーツクラブが中心とな  

り、その体制づくりを推進します。  

●競技力向上を図る基盤として、国際大会や全国大会等での規格を満たした用具  

や器具を導入するなど、施設機能の充実に努めます。  

 

（2）県のスポーツ施設や競技団体との連携強化 

競技力の向上には、練習環境の整備や確保が不可欠であることから、県の施設  

や競技団体との連携強化に努めます。  

 

●県の競技団体との合同強化練習会を開催する中で、戦術や戦略、トレーニング  

方法など、最先端の情報活用・情報交換を図り、選手強化に努めます。  

●県総合体育センターをはじめ、県がもつスポーツ施設との連携や県の体育協会  

がもつ最先端の医・科学サポート機能を有効に活用し、競技力の向上に努めま  

す。  
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【市内実業団チーム壮行会】 

庁舎１階ロビー 

（3）トップアスリートを応援する機運の醸成 

リオデジャネイロオリンピック柔道女子で優勝した田知本遥選手など、市ゆか

りの選手が世界大会やオリンピック、またプロスポーツ競技で活躍する姿は、市

民に大きな夢と感動を与えます。2020年に東京オリンピック・パラリンピック

が開催されることからも、世界や全国の檜舞台で活躍する選手を輩出するため、

今後一層の機運の醸成に努めるとともに、その活動を推進します。  

 

●本市にゆかりのあるプロ選手やオリンピック選手・実業団選手との交流を通し

て、一流のプレーに接する機会を提供するとともに、その選手を応援する機運

の醸成に努めます。  

●トップ選手が活動できる拠点となる総合型地域スポーツクラブの育成・充実と  

学校、大学、企業との連携に取り組みます。  

●激励金や褒賞金制度を活用し、世界や全国の舞台で活躍する選手をサポートし  

ます。  

  

（4）積極的な広報活動の展開 

市を代表する選手やチームが国際大会や全国大会で活躍することを、多くの

市民が期待しており、市ゆかりの選手の活躍は、市全体に元気と活力をもたら

します。  

世界や全国の舞台で活躍する選手を市民に広く知ってもらい、一丸となって

応援するために、積極的な広報活動に努めます。  

 

●市庁舎等に掲げる懸垂幕や横断幕の設置

だけでなく、激励会や壮行会、選手紹介の

掲示、パブリックビューイングなど、選手

の応援イベントを開催します。また、新聞

やテレビ局・ラジオ局などのマスメディア

へ積極的に選手に関する情報を提供する

など、広報活動の促進に努めます。  

●市を代表する個人やチームの選手を応援

する市民応援団を結成し、市民が一体とな

った応援を推進します。  

 

施策目標達成のために参考とする指標 

 

 

指 標 名 
基 準 値 
2012 年度 

（平成 24 年度） 

現 況 
2018 年度 

（平成30年度） 

目 標 値 
2023 年度 

（令和 5 年度） 

全国大会等の出場選手率 

（国体、全国障がい者大会、高校総体） 

射水市選手数/富山県選手数 

６．３％ ９．６％ ９ ％ 
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【富山マラソンの沿道応援】 

基本施策４ スポーツを支える人材の育成と活用 

 

施策目標 

 

  スポーツ活動の充実に欠かせない質の高い指導者やボランティア等の育成とその 

人材を効果的に活用する体制の整備 

 

 

 現状と課題                      

 

１ スポーツ指導者の養成・活用 

 本市では、スポーツに携わる指導者に、

県の指導者等の養成のための研修会や講習

会への参加を呼びかけ、スポーツ指導者等

の養成や資質の向上に努めてきました。  

また、スポーツ少年団の指導者や保護者、

スポーツ推進委員等を対象に、AED救急救

命講習会や体罰防止に関する講演会を開催

し、安全対策や指導技術の向上に努めてき

ました。中学校の部活動に関しては、「部

活動ハンドブック」「射水市中学校運動部

活動の在り方に関する方針」を市教育委員

会で作成し、部活動顧問や外部指導者の指導による部活動が最適な形で実施される

ことを目指しています。  

 総合型地域スポーツクラブにおいては、県の「スポーツ指導者パスネットとやま」

と連携し、スポーツ指導者を登録しています。今後、登録されたスポーツ指導員を

積極的に有効活用していくことが望まれます。  

 

２ スポーツボランティアの養成 

 平成２２年度には「全国スポーツ・レクリエ

ーション祭」、平成３０年度には「ねんりんピ

ック富山」の実施会場となり、県外から多数の

参加者を迎えたスポーツイベントを成功裏に

終えることができました。  

参加者からも会場の世話係や運営係に対し

賞賛の声がたくさん寄せられ、大きな財産を得

ることができました。  

平成2９年の３月に示された国の「第２期ス

ポーツ基本計画」では、「する」「みる」「支

える」スポーツ参画人口の拡大とスポーツ環境の基盤となる「人材」と「場」の充

実が今後総合的かつ計画的に取り組む施策として位置付けられており、今後もスポ

【スポーツ指導者研修会】 
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【国民体育大会・全国障害者スポーツ大会 

出場選手・監督 激励会】 

【オリンピックメダリストを招聘

したスポーツ教室】 

親子体操教室 

ーツボランティアに対する意義や必要性を啓発し、人材の確保、育成に努めるとと

もに、スポーツ活動を広く支援することができる機会の拡充を図る必要があります。 

 

３ スポーツ活動の顕彰 

 本市では、全国大会に出場する選手や監督

に対しての激励会をはじめ、オリンピック出

場選手の壮行会を開いたり、「市政功労表彰」

や「教育委員会表彰」などにより表彰したり

しています。  

 また、市体育協会では、「体育協会表彰」 

を設け、競技成績優秀者はもちろん、永年  

競技団体や生涯スポーツ団体で協会や団体  

の活動に尽力した方々を表彰しています。  

さらに民間でも、ジュニア層にスポットを当

てた顕彰制度を設け、小中高校生の活躍  

を支援している団体も現れてきています。  

今後は、ボランティアの方々に対する顕彰の条件を整備していく必要があります。  

 

具体的方策 
 

１ 地域スポーツを支える指導者の育成と活用の推進 

（1）地域スポーツ指導者の育成と活用 

  市民のスポーツ活動に対するニーズが高度化・多様化する中、質の高い技術や  

技能を有する指導者への需要が高まっています。今後地域スポーツの推進役とし  

て、熱意と能力のある指導者を積極的に委嘱するとともに、質の高い指導者への  

育成と支援に努めます。  

 

 ●スポーツ関係団体が連携し、市民のスポーツ活動のニーズに応じた支援ができ

るよう、研修会や他団体との指導交流などによるスキルアップを図ります。  

 ●コミュニティセンターや社会福祉協議団体、児童クラブなどが行う地域スポー

ツ活動に適した指導者が見つかるよう、射水市スポ

ーツ推進委員協議会や県の「スポーツ指導者パスネ

ットとやま」と連携を取りながら、利用者に情報を

提供します。 

 

（2）トップアスリートの活用の推進 

   子どもたちのスポーツに対する意欲の向上や競技  

 力の向上を図るため、国際大会や全国大会等で活躍し  

たトップアスリートの招聘や活用に努めます。  

 

 ●地域のジュニアアスリートの育成・強化や子どもの  



- 27 - 

 

【大会を支えるボランティア】 

体力向上のため、トップアスリートの活用を検討します。  

 ●国や県の事業、各種競技団体が行うイベントと連携し、トップアスリートが多  

く本市を訪れることができるよう努めます。  

 

２  スポーツボランティアの養成と活用の推進  

（1）スポーツボランティアの発掘 

  近年のスポーツイベントや様々な大会では、ボランティアの活躍が大会を盛り上  

げ、選手や観客のリピーターを増やし、スポーツ事業の推進に大きく貢献してい  

ます。また、学校のクラブや部活動、地域での様々なスポーツ活動においても、  

ボランティアは必要不可欠な存在であるとともに、活動を通しての出会いや日々  

の生きがいづくりに大きく貢献していることから、スポーツボランティアの育成・ 

支援を進めていきます。  

 

 ●関係機関やスポーツ団体、高等学校、大学

等と連携を図り、スポーツボランティア活

動に理解と意欲ある人材の確保に努めま

す。  

 ●スポーツボランティアの意義や価値、  

楽しさ、気軽さ等の啓発を図り、市民がス

ポーツボランティアとして参加しやすい

環境づくりに努めます。  

 
 

（2）総合型地域スポーツクラブの運営を支える人材の育成 

  クラブマネジャーや指導者等、総合型地域スポーツクラブの充実した活動と安  

定した運営を支える人材の発掘、育成に努めます。  

 

 ●国のスポーツ振興事業や県体育協会と連携を取りながら、総合型地域スポーツ

クラブの運営を支える人材の養成に努めます。  

 

３  スポーツ活動の顕彰の充実  

（1）活躍したアスリートを称える顕彰制度 

  国際大会や全国大会の檜舞台で活躍するアスリートの姿は、市民に勇気と感動、 

子どもたちに夢と希望を与えます。その努力を称える顕彰制度を継続します。  

 

 ●優秀な成績を収めたアスリートやその指導者の功績を称え顕彰します。  

 

（2）多様なスポーツ活動を称える顕彰制度 

   各地域で生涯スポーツに尽力している方々や競技団体、体育協会等、地域にお  

いてスポーツの普及や指導に貢献している人などを広く顕彰していきます。  
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 ●地道に行われている市民のスポーツ活動の一層の意欲継続となるよう、また、

スポーツボランティアや障がい者スポーツの振興に貢献する団体、個人の励み

となるよう顕彰制度の充実を進めていきます。  

 

 

施策目標達成のために参考とする指標 

 

 

指 標 名 
基 準 値 
2012 年 

（平成 24 年度） 

現 況 
2018 年 

（平成 30 年度） 

目 標 値 
2023 年 

（令和 5 年度） 

スポーツ指導者数 

（公財）日本体育協会に登録している 

公認スポーツ指導者数 

１２４人 １４８人 １５０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


